
参加団体アンケート回答の現況報告について 
 

 

Ⅰ．アンケート調査・インタビュー調査の概要 

１ アンケート調査について 

（１）アンケート実施方法 

・メールフォームによる回答 

・FAXによる回答 

・本人からの聞き取り 

 

（２）アンケート調査対象 

・文京ミ・ラ・イ対話参加者 

・社会起業講座受講生、社会起業フェスタ参加者 

・プロジェクト登録団体 

・NPO活動 PRフェア参加者 

・メンター 

・区職員 

 

（３）アンケート周知方法 

・メールニュース      （約 700件 12/25配信  回答期限：1/20） 

・Facebook         （1/4配信） 

・特設サイト        （1/8配信  回答期限：1/20） 

・FAX回答用紙を関係者に送付 （398件  1/7発送  回答期限：1/20） 

・区各部へメールで回答依頼 （別途質問内容設定次第配信） 

 

（４）調査項目 

① 事前調査 

・どのような意味があったか 

・本事業で印象に残っていること 

・区内の地域活動、NPO活動等に携わっているか 

・これまでの取組への意見、感想 

・今後のインタビュー調査等への協力意向 

② 追加調査（個別ヒアリングに変更予定） 

・いつ、どのプログラムに参加したか 

・事業の感想、どのような成果があったか 

・参加後の取組状況 

・地域課題、解決策の内容がどう変わったか 

・事業化後の実績 

・サービス利用者からの声、反応 

・事業運営上の課題 

・どのような支援が必要か 

・新たな公共プロジェクトのスキームに対する評価、意見 
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２ インタビュー調査について 

（１） 調査対象者（○は実施済） 

① 本事業が育成・支援・協働した地域課題解決プロジェクトの担い手（10 名程度） 

   ○子育て kitchen 田中由美子さん 

－自身の子育て経験をもとにした「子供を見守る力」の向上 

－H24 講座受講→H25～26プロジェクト支援→事業化 

   ○NPO法人Ｃｕｒｉｏｓｉｔｙ 小川智康さん 

     －高校生の社会でのプロジェクト実践経験を積むプログラム 

     －H25 講座受講 → 会社員をしながら活動する 30代 

  ○株式会社ツリー・アンド・ツリー 林育恵さん 

     －シニア世代など地域の力を活かした学童保育 

     －H25 講座受講、プロジェクト登録 → 事業化 

   ○さきちゃんの家 亀山恒夫さん 

    －子どもと親の集えるコミュニティスペース 

    －H24、H25 講座受講 → H27より場の運営 

  ・その他  

支援プロジェクト実施者、講座修了生、NPO 活動 PRフェア出展団体、対話の場

参加者等 

  ② 本事業にメンターなどで関わった関係者（２名程度） 

   ・藤村隆さん（SVP東京）他 

  ③ 本事業に参画した区職員（３名程度） 

   ・対話の場に参加した関係課の職員 

   ・プロジェクト支援制度に関わった関係課の職員 

   ・研修に参加した職員 

 

（２）インタビュー調査項目 

   ・（担い手の場合）自身の事業の成長の軌跡とターニングポイントについて 
・新たな公共の取り組みが自身に与えた影響  
・地域のつながり、地域の考え方への変化  

・ご自身の経験から、多様な活動が生まれ、育つ支援として大切と思うこと等 

  


